
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年５月３０日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 

小売りにおける新聞売り子問題においては，品切れ費用の設定が困難であり，さらに現実に
は品切れ量の計測も困難であることを明らかにした．さらに消費者の参照価格が小売りの利益
に及ぼす影響について考察するとともに，新聞売り子問題における最適営業時間の存在を示し
た．さらにはコンビニエンス・ストアにおける新聞売り子問題においては，廃棄費用の一部を
フランチャイザーが負担することでサプライチェーンの最適化が可能であることも明らかにし
た． 

 
研究成果の概要（英文）： 
The present study has clarified that it is very difficult in retailing to find an adequate 
value of the parameter, opportunity cost, involved in the classical model for the 
newsvendor problem. It was also shown very difficult to count the number of customers 
who encounter stock-out in the real circumstances. In addition, this study discussed the 
reference price of customers with the view to examining the effect of markdown, and 
showed that there exists optimal business hours of the newsvendor problem in retailing. 
showed for the convenience chain stores that if the franchiser refunds a part of salvage 
costs of the franchisee, the supply chain between them can yield more profits.   
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１．研究開始当初の背景 

2009 年 3 月，セブンイレブン・ジャパン
に公正取引委員会が調査に入り，フランチャ
イズ店舗に対する「見切り販売制限」の排除
命令を出した．この背景には，主力商品であ

る弁当やおにぎりなどの食料品に対して，そ
の品切れを恐れる店舗のオーナーが商品を
過剰に仕入れていることがある．過剰に仕入
れることは同時に，廃棄処分の量を多くする．
この廃棄処分に関わる費用が店舗経営を大
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きく圧迫しているばかりでなく，食料品の大
量廃棄処分が近年の大きな社会問題にもな
っている． 

このことは，ノーベル経済学賞を受賞した
K.J. Arrowが1951 年にEconometrica に論
文を発表して以来，IT が重要なインフラと
位置づけされる今日においても，依然として
新聞売り子問題に帰着される問題が多く存
在していることを示唆している． 
 
２．研究の目的 
（１）コンビニエンス・ストアに代表される
ような小売業に対象を絞った上で，既存の新
聞売り子問題に対する最適解の適用可能性
に問題があることを示すと同時に，より現実
的な解を示す． 
（２）また，消費者購買行動の視点から，価
格割引が利益に及ぼす影響についても考察
するばかりでなく， 
（３）サプライチェーン・マネジメントの視
点より，フランチャイザーとフランチャイジ
ーのコラボレーションについても検討する．
これらにより，研究の背景に説明したような
社会的問題の解決に寄与することを目的と
する． 
 
３．研究の方法 
新聞売り子問題に対する最適解は次の通

りである．方程式
*( ) ( )F Q w p c= + を満た

す
*Q が最適仕入れ量であり， , ,p w cはそれ

ぞれ販売価格，仕入れ価格，品切れ費用を表
す． 
（１） 品切れ費用 cの見積もりは，小売業に
おいては困難であることを明らかにし，次の
ような基本モデルを構築した上で，マルチエ
ージェント・シミュレーションを行う． 
[基本モデル] 
① 図１に示すように，横軸が消費者の居住地
を表しており，Hotelling の[0, 1]数直線で
ある．この区間に n=100 人の消費者が居住し
ており，小売り店舗は０に位置する．これに
対して縦軸は，1日 24 時間を[0, 1]に正規化
したものである． 
② 各消費者は出発時刻分布を有しており，一
定の速度λで小売店舗に向かう．消費者が財
を購入できるのは，営業時間中に店舗に到着
し，財の在庫が存在する場合のみである． 
（２） 上の派生的な研究として，最適営業時
間に関する数理モデルを構築し，最適営業時
間の存在について考察する． 
（３） これらとは別に，既存の参照価格に関
する数理モデルに基づいて，値引き販売によ
る影響を定量的に表現した数理モデルに基
づき，最適価格割引政策についても検討する 
（４） フランチャイズ契約の下でのコンビ
ニエンス・ストアを念頭において，サプライ
チェーン・マネジメントの視点から，サプラ

イチェーン全体の最適化を目指す． 
 

図１ 基本モデル 
 
 
４．研究成果 
（１）小売業において，品切れ費用の見積も
りが困難であることばかりでなく，品切れ量
あるいは品切れ個数の計測も困難であるこ
とを明らかにした．したがって品切れが発生
している状況では真の需要分布の評価も困
難である．この点に，製造業における新聞売
り子問題と小売りにおけるそれとの決定的
な違いがある． 
次に，マルチエージェント・シミュレーシ

ョンにより，次のことを明らかにした．すな
わち，真の需要分布が不明であるからと言っ
て，仕入れ不足のために品切れが発生すると，
消費者が以降の行動において過去に経験し
た品切れ時刻を参照し，品切れ時刻以降の店
舗訪問を控えるようになる．一方，小売りは，
廃棄量が増えるため，仕入れ量を減らすとい
う行動をとるようになる．消費者，小売りそ
れぞれがこのような行動をとると，結局は需
要そのものが減少する（需要分布が左にシフ
トする）．  

このような状態を回避するには，意図して
売れ残り(廃棄)が確実に発生する仕入れ量
を一定期間継続し，真の需要分布を評価し，
さらに品切れ確率が 5%程度以下となるよう
な仕入れ量を採用することが重要である．こ
のような政策により，品切れの需要分布に対
する影響を抑制することができることが明
らかとなった． 
（２）前述したような基本モデルのもとでは，
任意の時刻 tまでの需要分布を理論的に導出
することが可能となる．さらには，その需要
分布を用いることで，小売りにとっての最適
営業時間に関する数理モデルを構築した．こ
こではこの数理モデルに基づいた数学的分
析を通して，最適営業時間の存在条件を明ら
かにすることができた．なお，このような最
適営業時間に関する研究は，半世紀以上の歴
史をもつ新聞売り子問題の研究分野におい
ては，初めてのことである． 



（３）消費者購買行動における参照価格を用
いると，価格割引が消費者の購買行動に影響
し，延いては小売りの利益にも大きく影響す
ることとなり，この影響を抑制するための最
適価格割引政策を検討する必要が生じる．こ
こでは，その政策の存在条件を明らかにした． 
（４）フランチャイズ契約のコンビニエン
ス・ストアにおいては，弁当などの廃棄が多
い．これはフランチャイジーであるコンビニ
エンス・ストア店舗にとって，仕入れ量を減
らすインセンティブとなる．しかし，その廃
棄の一部をフランチャイザーが負担すると
いう，サプライチェーン・マネジメントの視
点からの方策を考えると，サプライチェーン
全体の利益を最大にする最適負担率がユニ
ークに存在し，その場合のサプライチェーン
全体の利益は，両者がそれぞれ個別に最適化
を図った場合の利益の合計よりも大きくな
ることを理論的に示すことができた．  
 図２は，サプライチェーン全体の利益，図
３は，フランチャイザー，フランチャイジー
のそれぞれ利益を表した一例である．なお，
図２，３ともに横軸はフランチャイザーの負
担率を表している． 

図２ サプライチェーン全体の期待利益 
 
 

図３ フランチャイザー，フランチャイジー
の期待利益 
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